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所管課

Ⅰ．履行確認・評価

１．維持管理業務

(1) 清掃

指定
管理者

委託
業者

○

○

(2) 保守・点検

指定
管理者

委託
業者

○

○

○

○ ○

○ ○

株式会社沖縄ダイケン
指定期間：令和３年４月～令和８年３月

業務仕様書に基
づき、適正に業
務が行われてい
る。

事業計画・事
業報告のとおり
実施されてい
る。

おおむね適正に業務が
行われている。

〈定期清掃〉
床面洗浄、両
面・外面ガラス
清掃、カーペッ
ト薬液洗浄、池
の水抜き清掃等

洗浄ワックス塗布、タイル等の表面洗浄、カー
ペット薬剤洗浄、ガラス清掃　2回/年
ブラインド清掃、玄関周り、歩廊、池の清掃　1回
/年

消防設備
保守点検

機器点検2回／年
総合点検１回／年

環境衛生管理業
務

空気環境測定及び照度の測定　１回／２ヶ月
水質検査　飲料水水質検査16項目・特殊12項
目、飲料水質検査11項目　各１回／年
貯水槽、雨水槽、処理水槽清掃　1回/年
ねずみ・昆虫等駆除２回／年

○ ○

整合性の検証 現状分析・課題

業務仕様書に基
づき、適正に業
務が行われてい
る。

事業計画・事
業報告のとおり
実施されてい
る。

適正に業務が行われて
いる。

（事業報告書） （現地確認）

空調設備
保守点検

（1）ビルマルチ及びパッケージ
　オンライン監視（24時間）/保安設備の機能点
検、圧縮機の点検、フィンの点検（4回/年）/エ
アーフィルターの清掃（2回/年）
（２）ルームエアコン（2回/年）
（３）全熱交換機点検２回／年

事業計画

昇降機設備保守
点検

技術者による定期点検（3回/年）/巡視（1回/
年）/遠隔操作による点検（12回/年）/総合的な
性能検査（1回/年）

植栽管理 ５施設×１回／月

自家用電気
工作物保安管理

月次点検：１回／月
年次点検：１回／年

実施主体
(該当者に○印)

実施内容

指定管理者制度導入施設　モニタリングシート

事業計画

実施主体
(該当者に○印)

実施内容
整合性の検証 現状分析・課題

（事業報告書） （現地確認）

〈日常清掃〉
床掃き・拭き、
灰皿清掃、館内
ガラス拭き、ト
イレ清掃・消耗
品補充等

1人1棟責任体制で共用部清掃管理を実施。

指定管理者

施設名称 対象年度 令和7年度沖縄IT津梁パーク施設

商工労働部
ITイノベーション

推進課
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(3) 保安・警備

指定
管理者

委託
業者

○ ○

〇 〇

(4) 小規模修繕

指定
管理者

委託
業者

○

(5) 備品購入

指定
管理者

委託
業者

○

(6) 防犯・防災対策

指定
管理者

委託
業者

○

○

消防計画の作
成・緊急時マニュ
アルの作成

防災セミナー（R7.7.14）
緊急時マニュアルの作成・配布

事業報告書のと
おりである。

事業計画・事
業報告のとおり
実施されてい
る。

適正に業務が行われて
いる。

消防・防災訓練
地震津波避難訓練(Ｒ7.11.5)
消防訓練の実施（R8.2.20)

事業報告書のと
おりである。

事業計画・事
業報告のとおり
実施されてい
る。

適正に業務が行われて
いる。

実施内容
整合性の検証 現状分析・課題

（事業報告書） （現地確認）

中央監視装置管
理保守

中央監視装置点検：2回/年
日常防災監視：毎日
日常運転：毎日
保守点検：毎日
設備管理上必要業務：適宜

実施内容
整合性の検証 現状分析・課題

（事業報告書） （現地確認）

１件50万円未満
の修繕を行う

・中核機能支援施設（トイレフラッシュバルブ修
理、照明器具修繕、煙感知器取替、自動ドア修
繕、電気錠修繕、火災報知器修繕等）

・企業立地促進センター（防火扉バッテリー交
換）

・アジアＩＴ研修センター（貯水槽修繕、空調機
部品交換）

・情報通信機器検証拠点施設（空調機部品交
換、室外機修繕、補給水槽配管修繕、換気扇
部品交換等）

・アジアＩＴビジネスセンター（空調機装置修繕、
空調機部品交換等）

事業報告書のと
おりである。

事業計画・事
業報告のとおり
実施されてい
る。

適正に業務が行われて
いる。

事業計画

実施主体
(該当者に○印)

必要に応じ、予
算の範囲内で購
入

該当なし

適正に業務が行われて
いる。

（事業報告書） （現地確認）

事業計画・事
業報告のとおり
実施されてい
る。

業務仕様書に基
づき、適正に業
務が行われてい
る。

事業計画

実施主体
(該当者に○印)

実施内容
整合性の検証 現状分析・課題

（事業報告書） （現地確認）

該当なし - -

事業計画

実施主体
(該当者に○印)

実施内容
整合性の検証 現状分析・課題

機械警備 防犯・火災監視：毎日

事業計画

実施主体
(該当者に○印)
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(7)料金徴収業務

指定
管理者

委託
業者

○

※必要に応じて項目を追加・削除して記入すること。

※「事業計画」欄は、当初の年間事業計画を記載するものとし、変更した場合には変更後の内容も記載すること。

※「現状分析・課題」欄は具体的に記入してください。

１．維持管理業務
取組改善案

概ね適正に業務が行われており、施設の維持管理業務の状況は良好である。

調定報告書及び
収納金払込報告
書の作成

施設使用料等（光熱水費含む）の請求及び徴
収
会議室等の使用料現金取扱

調定収納金報告
書のとおりであ
る。

事業計画・事
業報告のとおり
実施されてい
る。

適正に業務が行われて
いる。

事業計画

実施主体
(該当者に○印)

実施内容
整合性の検証 現状分析・課題

（事業報告書） （現地確認）

※「１．維持管理業務」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（R7年度）の主な取組改善案を記入すること。
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２．運営業務

(1) 利用実績

　１) 入居率等

前年比 計画比

令和６年度３月末時点

入居企業数：43社
入居率：100%

98.3% 103.5%

入居率等を①利用状況の評価項目とする場合に本欄を使用する。 A

２) 施設稼働率【参考】

前年比 計画比

9.4% 87.2% －

土日祝祭日及び慰霊の日：閉館日 － －

施設稼働率を①利用状況の評価項目とする場合に本欄を使用する。 －評価（①利用状況）

会議室平均稼働率

整合性の検証

入居率：95%

整合性の検証 現状分析
・課題

令和７年度実績

事業計画
（目標値）

令和７年度実績

土日祝祭日及び慰霊の日：閉館日

－ 8.2%

現状分析
・課題

令和６年度実績
事業計画
（目標値）

令和７年度３月末時点

入居企業数：41社
入居率：98.3%

①令和７年度に空室
となった区画：６区画

②令和６年度以前より
空室であった区画：０
区画

③令和７年度中に入
居となった区画：４区
画

④R8.3末時点での空
室区画：（①＋②）-③
＝２区画

令和６年度の入居区
画数116に対して令和
７年度は114となって
おり、入居率は前年
比で98.3%となった。

評価（①利用状況）

－

平日・土日祝日別
稼働率

－ －

入居率

令和６年度実績

【評価基準（①利用状況）】

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上 又は満室

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

【評価基準（①利用状況）】

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満
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３) 教室・イベント等参加者実績

前年比 計画比

第１回：令和６年５月14日
第２回：令和６年８月20日
第３回：令和６年10月23日
第４回：令和６年12月13日
第５回：令和７年２月26日

100% 100%

令和６年９月26日　26人
令和７年３月10日　32人

100% 100%

令和６年10月17日　22人 100% 100%

令和６年11月５日　240人 100% 100%

(2) 運営企画

(3) 受付・接客

指定
管理者

委託
業者

○

事業計画

実施主体
(該当者に○印)

実施内容
整合性の検証

令和７年９月25日　34人
令和８年３月９日　 31人

適正に業務が行われ
ている。

沖縄赤十字血液セ
ンター「献血」実施

現状分析 ・課題

適正に業務が行われている。

現状分析 ・課題

整合性の検証

適正に業務が行われている。

2回/年

適正に業務が行われ
ている。

事業報告書のと
おりである。

事業報告書のと
おりである。

〈開館日数〉
土日祝祭日、年始年末、慰霊
の日以外は原則開館

事業計画・事業報告のとお
り実施されている。

事業計画・事業報告のとお
り実施されている。

令和６年度実績

〈開館時間〉 原則、8：30～17：15

（事業報告書） （現地確認）

入居企業及
び県民の公平
な施設利用
（会議室・プレ
ゼンテーショ
ンルーム）を
確保する。ま
た、入居を検
討している企
業や見学者に
対して、施設
の概要説明を
する。

「沖縄IT津梁パーク」のHPを作
成し利用者へ情報を提供して
いる。
なお、施設案内は県内外から
年29件、計262名の見学があ
り、施設の概要説明を行った。

事業報告書のと
おりである。

（事業報告書） （現地確認）
事業計画

実施内容
整合性の検証

救命講習 1回/年

内容 事業計画 令和７年度実績
現状分析

・課題

令和７年９月19日　21人

イベント

入居企業連絡会 5回/年

第１回：令和７年４月24日
第２回：令和７年８月12日
第３回：令和７年10月10日
第４回：令和７年12月３日
第５回：令和８年２月26日

適正に業務が行われ
ている。

うるま市地震・津波
避難訓練

1回/年 令和７年11月５日　320人
適正に業務が行われ
ている。
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(4) 広報

指定
管理者

委託
業者

○

(5) 情報管理

指定
管理者

委託
業者

○

３．自主事業

指定
管理者

委託
業者

※「事業計画」欄は、当初の年間事業計画を記載するものとし、変更した場合には変更後の内容も記載すること。

※「現状分析・課題」欄は具体的に記入すること。

※「２．運営業務」「３．自主事業」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（R7年度）の主な取組改善案を記入すること。

利用者管理名簿の業務目的
外閲覧を禁止し施錠できる場
所に保管している。館内で一
般に無料提供している無線
LANと管理事務所のネットワー
クを別にすることで、セキュリ
ティーを確保している。

事業報告書のと
おりである。

事業計画・事業報告のとお
り実施されている。

適正に業務が行われている。

「沖縄IT津梁パーク」のHPに
て、当該施設や入居企業の紹
介を行っている。また、講演会
や施設見学者にパンフレットを
配布し施設利用を促進した。

事業報告書のと
おりである。

事業計画・事業報告のとお
り実施されている。

実施内容

整合性の検証

（事業報告書） （現地確認）

（事業報告書）

２．運営業務
３．自主事業
取組改善案

概ね適正に業務が行われており、施設の運営業務の状況は良好である。
積極的に施設のＰＲ活動を行っており、令和７年度も多くの見学者を受け入れている。
入居率も堅調に推移しており、令和７年度末における入居率は98.3%となった。
空室となっている中核機能支援施設の利便施設（喫茶室・厨房）の入居企業の誘致に引き続き取り組んでいただきたい。

現状分析 ・課題

現状分析 ・課題

現状分析 ・課題

適正に業務が行われている。

整合性の検証

利用者管理
名簿の業務目
的外閲覧を禁
止するととも
に、個人情報
のセキュリ
ティーを確保
する

事業計画

実施主体
(該当者に○印)

実施内容

整合性の検証

「沖縄IT津梁
パーク」のHP
を作成し、情
報発信を行
う。パンフレッ
トを講演会等
で配布し、施
設利用を促進
する。

（現地確認）

（事業報告書） （現地確認）

事業計画

実施主体
(該当者に○印)

事業計画

実施主体
(該当者に○印)

実施内容
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Ⅱ．サービスの質の確認・評価

回答者数 企業用：10社、個人用：50人 アンケート内容 別紙参照

令和６年度評価 令和７年度目標

〈満足度〉96％
・満足：26％
・やや満足：
70％
・やや不満：2％
・不満：0％
・無回答：1％

S

〈満足度〉96％
満足：14％
やや満足：82％
やや不満：0％
不満：0％
無回答：4％ S

〈満足度〉94％
・満足：34％
・やや満足：
60％
・やや不満：4％
・不満：0％
・無回答：2％

S

アンケート実施方法 全入居企業あてにアンケートを配布

運営
（清掃・台風
対策・改善要
望の対応等）

評価項目

接客対応

指定管理者自己評価 現状分析・課題

〈改善要望〉
①トイレの水を流す際異音があ
る。
②排気口や窓から害虫が入ってく
る。
③空調部品の交換に時間がかか
るため、在庫として持っていてほし
い。
④ウォシュレットのリモコン電池の
状態を定期的に確認してほしい。
⑤携帯電話の電波が弱い。　等

利用者に対する丁寧な接
客や問い合わせに対する
素早い対応により、利用者
からの満足度が高く、適正
に業務が行われている。

(要望への対応）
① 所有者不明猫の忌避剤の散布など対応中。また入居
者にも餌付け等を行わないように注意喚起を行ってい
る。
②予算の関係もあり緊急度・優先度の高い案件から随時
対応しております。沖縄県と情報を共有いたし、適宜修
繕に努めたい。
③丁寧な清掃・メンテナンスを心がけており、定期的に
清掃をしております。毎日清掃を行わない場所について
は、ゴミや汚れ等残る場合がありますが。利用者から汚
れ等の連絡があった際には、迅速に清掃等の対応を
行っています。

（自己評価）
　日常清掃業務については、1人１棟責任体制で共用部
の清掃管理を実施した。
　定期清掃業務である共用部床面ワックス洗浄、外部池
の清掃業務等については、指定回数の実施以外に、台
風等の状況に応じて実施時期の変更等臨機応変に対
応した。
　その為、入居者アンケートにおいて、「満足」と「やや満
足」を合算して94％の方から「満足」との回答を頂いた。
今後も、沖縄県と協議しながら、入居者が安心安全に過
ごされる環境を整えていきたい。

第三者（利用者等）評価

令和７年度評価

〈改善要望〉
①連絡会や点検の計画を年間又
は半年単位で共有してくれると良
い。

〈改善要望〉
①駐車場の間の部分（植栽？）に
猫の糞が結構あるので対策してほ
しい。
②外灯が切れていることが多い。
③通路のゴミが数日間残っている
ことがある。

〈満足度〉90％

〈満足度〉90％

〈満足度〉90％

〈満足度〉90％
満足：23％
やや満足：67％
やや不満：2％
不満：0％
無回答：8％

〈満足度〉93％
・満足：22％
・やや満足：72％
・やや不満：7％
・不満：0％
・無回答：0％

(要望への対応）
①設備担当員がバルブを点検・調整し復旧済。
②外気口は直接外と繋がっているため害虫などが入りや
すい構造となっています。また、建物周辺には植栽が多
く害虫等が発生しやすい状況となっておりますが、定期
的に害虫駆除をしております。丁寧な清掃・メンテナンス
を心がけ、入居企業からの連絡があれば速やかに対応
している。
③建物の老朽化に伴い、空調設備についても経年によ
る劣化が見られる状況です。今後も点検や適切な維持
管理を継続し、安定した運用に努めてまいります。
また、エアコン部品の在庫保有については、迅速な対応
の観点から必要性を認識しておりますが、建物や居室ご
とにメーカーや機種が異なることから部品の共通化が難
しく、併せて予算や保管スペースの制約もあるため、す
べての部品を事前に在庫として保有することは困難な状
況です。今後は、対応の円滑化に向けて、発注方法の
工夫や必要に応じた在庫の持ち方について検討してま
いります。
④清掃担当者が清掃時jおよび事務所職員が利用した
際に動作を確認し残量を確認しております。また利用者
から電池切等の連絡後、迅速に交換等の対応を行って
います。
⑤建物の構造上および電波の特性上、携帯電話の電波
が入りにくい状況です。各キャリアや沖縄県と相談し、1
階フリースペースにおける電波強化策について検討い
たします。
中核施設1階および6階のWi-Fiにつきましては、今年度
に機器の増強を行っており、Wi-FI通信速度等が改善し
ております。

（自己評価）
利用者に対して丁寧な接客を行い、問い合わせ等が
あった際には素早く的確な対応を心掛け、適時適切な
情報提供に努めた。
　その為、入居者アンケートにおいて、「満足」と「やや満
足」を合算して96％の方から「満足」との回答を頂いた。
　今後とも利用者が快適に過ごせるように真摯に対応し
ていく。

施設・設備は概ね適切に
管理されている。

今後も、建物の長寿命化、
老朽化対策のための中長
期保全計画に基づき、県と
指定管理者が連携して維
持管理に取り組む必要が
ある。

(要望への対応）
①連絡会および設備点検の日程につきま
しては、毎年第1回入居企業連絡会にて大
まかな日程を配布しております。
詳細な日程につきましては、会議室の予約
状況や点検業者との調整が必要となるた
め、1～2週間前のご連絡となります。

（自己評価）
利用者に対し丁寧な接客を行い、問い合
わせ等があった際には素早く的確な対応を
心掛け、適時適切な情報提供に努めた。
　その為、入居者アンケートにおいて、「満
足」と「やや満足」を合算して96％の方から
「満足」との回答を頂いた。
　今後とも利用者が快適に過ごせるように
真摯に対応していく。

〈満足度〉92％
・満足：32％
・やや満足：60％
・やや不満：7％
・不満：0％
・無回答：1％

運
営
業
務

　要望等に対する迅速な
対応が入居企業から評価
されており、概ね適正に業
務が行われている。

維
持
管
理
業
務

施設・設備管
理
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別紙６

Ⅱ．サービスの質の確認・評価

回答者数 企業用：10社、個人用：50人 アンケート内容 別紙参照

令和６年度評価 令和７年度目標

アンケート実施方法 全入居企業あてにアンケートを配布

評価項目 指定管理者自己評価 現状分析・課題
第三者（利用者等）評価

令和７年度評価

評価
（②満足度）

S

※「Ⅱ．サービスの質の確認・評価」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（R６年度）の主な取組改善案を記入すること。

(要望への対応）
①以前行われていたイベントの内容によっ
ては、現在の予算及び人員では開催が難
しい面があるが、多くの人が参加できる企
画を考えていきたい。

（自己評価）
昨年度は、交通安全講習会、防災セミナー
や救命講習会などを開催し、概ね高評価を
得ることができた。また、中核機能支援施設
１階ロビーにおいて季節の飾り等の展示を
行い、利用者からも好評である。
　引き続き入居者から求められるイベント等
を企画運営していきたい。

　各種講習会を自主的に
実施しており高評価を得る
とともに、入居企業の防災
意識の向上に寄与してい
る。

〈改善要望〉
①以前のイベントを復活してほし
い。
（餅つき、予防接種等）

すべての項目で満足度が前年から改善しており、サービスの提供状況は概ね良好である。
今後も、アンケートやご意見箱を通して入居者からの意見を集約し、適正な施設の運用管理に努める必要がある。

イベント・
教室

総合評価
（各評価項目の
平均）

〈改善要望〉

〈満足度〉92％
・満足26％
・やや満足66％
・やや不満5％
・不満0％
・無回答3%

自主事業

※評価項目については、施設の態様に応じて適宜設定すること。
※「現状分析・課題」欄は具体的に記入すること。

運
営
業
務

そ
の
他

意見・要望

（自己評価）
施設の適切な維持管理、入居者の皆様の
安全・安心を守る取り組みを行ってきた。
　今後も、入居企業の皆さまの満足度を高
めるために、今後もより一層の努力をしてい
きたい。

　各入居企業の要望等に
対し適切に対応しており、
維持管理・運営業務は、入
居者から一定の評価を受
けている。

Ⅱ．サービスの
質の確認・評価

取組改善案

※1：満足度とは、指定管理者が提供するサービスに対する利用者の満足度のこ
とをいうものとし、回答選択肢のうち、中位を超える割合により算定するものとす
る。

〈満足度〉95％
・満足25％
・やや満足71％
・やや不満2％
・不満0％
・無回答3%

〈満足度〉90％

なし

（改善要望）
①パン屋跡地のテナントを誘致し
てほしい。
②交通安全について周知してほし
い。
③道路に道路標識・ハンプ等を設
置してほしい。
④目安箱の電子化を希望する。

(要望への対応）
①現在、利便施設につきましては公募を
行っておりますが、応募には至っていない
状況です。沖縄県と連携しながら、引き続き
公募を継続し、一日でも早く入居者が見つ
かるよう努めてまいります。
②交通安全については、適宜連絡メール
および入居企業連絡にて呼びかけを行っ
ている。また、交通安全講習会を開催し入
居企業の交通安全意識を向上させるため
の啓蒙活動をおこなっております。
③事故増加は重大な課題と認識しており、
道路管理者であるうるま市やうるま警察署
に相談いたし、交通看板設置等検討してま
いります。
④現在電子化についてGoogleフォーム等
を利用しての設置を検討しております。

（自己評価）
入居企業の皆様からのご意見・ご要望に対
しては真摯に対応してきた。
　定期的なアンケート、年５回の入居企業
連絡会、目安箱等を通じ、入居企業の皆様
からの各種ご意見・ご要望の収集に努め
た。
　その他意見・要望で頂いた項目について
は、入居企業連絡会等を通して入居者に
対しご報告させて頂いている。

ご意見•ご要望について
は、随時、管理事務所に
おいて受け付けており、適
切に対応することができて
いる。

施設の環境整備について
は、各関係機関と連携し対
応しており、今後も引き続
き入居者が安心・安全に就
労できる環境作りに取り組
む必要がある。

【評価基準（②満足度）】

総合評価においては各評価項目の満足度の平均

各評価項目においてはそれぞれの満足度

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満
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別紙６－Ⅲ

Ⅲ．財務状況の確認・評価

１．　　収支

(1) 収入

（金額） （％） （金額） （％）

78,199,000 78,199,000 78,199,000 78,788,000 589,000 101% 589,000 101% 重点地方交付金589千円

（物価高支援事業）

78,199,000 78,199,000 78,199,000 78,788,000 589,000 101% 589,000 101%

(2) 支出

（金額） （％） （金額） （％）

24,259,000 24,259,000 24,259,000 24,259,000 0 100% 0 100%

940,353 769,444 769,444 1,053,263 112,910 112% 283,819 137%
修繕用部品（少額）購
入のため

0 12,000 12,000 0 0 0% -12,000 0%
発電機等の使用がな
かったため

174,560 132,000 132,000 293,566 119,006 168% 161,566 222% 複写式帳票の 購入

2,427,170 1,240,000 1,240,000 3,279,840 852,670 135% 2,039,840 265%
施設の経年劣化に伴う
修繕の増加

346,857 280,000 280,000 351,507 4,650 101% 71,507 126%
通話料・郵便料の増加
のため

337,096 360,000 360,000 431,046 93,950 128% 71,046 120% パソコンリース料

32,900 30,000 30,000 33,000 100 100% 3,000 110%
会議・研修等の増加・ガ
ソリン代の高騰

59,597 100,000 100,000 0 -59,597 0% -100,000 0%
備品購入を抑え、他の
予算の補填

31,530 40,000 40,000 30,520 -1,010 97% -9,480 76%
保険の契約方法の見直
しによる減

19,242,406 19,242,406 19,242,406 19,242,551 145 100% 145 100%

36,900 36,000 36,000 36,900 0 100% 900 103%

13,467,872 12,752,850 12,752,850 14,466,365 998,493 107% 1,713,515 113%
防火・建築設備点検追
加のため（中核・ITB）

17,493,960 17,493,300 17,493,300 17,493,960 0 100% 660 100%

1,452,000 1,452,000 1,452,000 1,452,000 0 100% 0 100%

0 0 0 0 0 0% 0 0%

0 0 0 0 0 0% 0 0%

80,302,201 78,199,000 78,199,000 82,423,518 2,121,317 103% 4,224,518 105%

※「事業計画」欄は、当初の年間事業計画を記載するものとし、変更した場合には変更後の内容も記載すること。計画比は事業計画（当初）と比較する。

※「現状分析・課題」欄は具体的に記入すること。

指定管理料

自主事
業収入

計

計画比
特記事項（変更理由等）

利用料
金収入

○○ホール

△△会議室

□□室

レストラン

売店

計

収入項目 令和６年度実績 事業計画(当初) 事業計画(変更後) 令和７年度実績
前年比

特記事項（変更理由等）

人件費

消耗品費

燃料費

印刷製本費

修繕費

合計（Ａ）

〈現状分析・課題〉

指定管理者の収入は指定管理料のみである。なお、年度末に国の重点地方交付金を活用した指定管理料の上乗せがあった。（増額分は県が算定）

支出項目 令和６年度実績 事業計画(当初) 事業計画(変更後) 令和７年度実績
前年比 計画比

新聞図書費

建築設備定期点検整備業務費

清掃業務費

植栽業務費

公課費

合計（Ｂ）

会議・交流費

通信運搬費

賃借料

旅費

備品購入費

保険料

委託費

〈現状分析・課題〉

建物の経年劣化に伴い、修繕費が増加している。法定点検への対応により建築設備定期点検業務費が増加している。その他の費目においても物価高騰等の事由により支出の増が見られ
る。
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別紙６－Ⅲ

２．経営分析指標

（金額） （％） （金額） （％）

※「事業計画」欄は、当初の年間事業計画を記載するものとし、変更した場合には変更後の内容も記載すること。計画比は事業計画（当初）と比較する。

※「現状分析・課題」欄は具体的に記入すること。

※「Ⅲ．財務状況の確認・評価」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（α＋１年度）の主な取組改善案を記入すること。

【経営分析指標の評価の考え方】

評価指標 令和６年度実績 事業計画(当初) 事業計画(変更後) 令和７年度実績
前年比 計画比

特記事項（変更理由等）

（収入(Ａ)－支出(Ｂ)）

収益率
-3% 0% 0% -5% - -

173%
事業収支（Ｃ）

-2,103,201 0 0 -3,635,518 -1,532,317

（利用料金収入／収入(Ａ)）

人件費比率
30% 31% 31% 29%

（事業収支(Ｃ)／収入合計(Ｂ)）

利用料金比率

（外部委託費合計／支出(Ｂ)）

利用者あたり管理コスト

- -
（人件費／支出(Ｂ)）

外部委託費比率
24% 25% 25% 23% -

（支出(Ｂ)／利用者数）

利用者あたり自治体負担コスト

事業収支がマイナスの場合、継続性の面で課題となるため、県、指定管理者で協力して黒字化のための方策を協議する必要があ
る。
※計画や過年度実績に対し変動がある場合には、その要因を整理すること。

（指定管理料／利用者数）

〈現状分析・課題〉

事業収支の赤字が続いており、指定管理料の見直しが必要になっている。（令和8年度以降、指定管理料増額済）

評価（③財務状況） B

Ⅲ．財務状況の確認・評価
取組改善案

建物の経年劣化に伴う修繕費が増加していることを踏まえ、事業計画で実績に応じた予算配分を検討する必要がある。
また、突発的な修繕の他、県と指定管理者で共有している修繕計画に基づき、優先順位の高いものから計画的に修繕を実施する必要がある。次年
度以降も引き続き空調等の更新について調整を実施していく。

利用者あたり管理コスト 支出／利用者数

利用者１人に対する管理コストについて、過年度実績や類似施設と比較することにより、当該施設の効率性を確認する。（コストが抑
えられていても利用者が減少していないか、あるいは利用者は増加しているがコストがかかり過ぎていないかなど）
※変動がある場合には、その要因を整理すること。
※過年度に対し上昇している場合、現状の利用者数に対して支出が過大になっていないか確認する。また、過年度に対し減少して
いる場合、現状の利用者数に対し、必要な変動費が十分に充てられているか確認する。

利用者あたり自治体負
担コスト

指定管理料／利用者数
利用者１人に対する県の財政負担を確認する。
過年度実績や類似施設との比較により、当該施設の効率性を確認する。

人件費比率 人件費／支出

過年度実績や類似施設と比較して、適切な範囲内となっているか確認する。
※変動がある場合には、人件費そのものの増減によるものか、その他支出項目の増減によるものか、その要因を整理すること。
※人件費の減少がある場合には、それにより効率が低下していないかを確認する。また、人件費の増加がある場合には、求められる
管理水準に対し必要な措置か確認すること。

外部委託費比率 外部委託費合計／支出
過年度実績や類似施設と比較して、適切な範囲内となっているか確認する。
※増減がある場合には、外部委託の範囲が仕様書等に定める適切な範囲内となっているか、外部委託の活用が業務の効率化に繋
がっているか確認する。

収益率 事業収支／収入

計画、過年度実績、類似施設と比較して、安定したものとなっているか、適切な範囲内となっているか確認する。
※計画や過年度実績に対し変動がある場合には、その要因を整理すること。
※計画等に対し上昇している場合、必要な変動費が十分に充てられているか確認すること。また、計画等に対し減少している場合、
当初の収支見込が適切であったか精査すること。

利用料金比率 利用料金収入／収入
指定管理者の主な収入源がどこにあり、それが安定したものであるのかを確認する。
※過年度実績に対し増減がある場合には、利用料金そのものの増減によるものか、自主事業等その他収入の増減によるものかな
ど、その要因を整理すること。

評価指標 計算方法 評価の考え方

事業収支 収入－支出

-

-

94%

92%

172%

97%

96% -

-3,635,518

【評価基準（③財務状況）】

収益率（事業収支／収入合計）

Ａ： 0％以上

Ｂ：-5％以上、0％未満

Ｃ：-5％未満

10



別紙６

Ⅳ．総合評価
１．目標

評価指標 令和６年

①利用状況 入居率 95%以上

②満足度 満足度 90％以上

財
務
指
標

③財務状況 収益率 0％以上

２．評価結果

前年比 計画比

①利用状況 入居率

令和６年
度３月末
時点

入居企業
数：43社
入居率：
100%

入居率
95%

令和７年
度３月末
時点

入居企業
数：41社
入居率：
98.3%

98.3% 103.5%

①令和７年度に空室となった区
画：６区画

②令和６年度以前より空室で
あった区画：０区画

③令和７年度中に入居となった
区画：４区画

④R8.3末時点での空室区画：
（①＋②）-③＝２区画

令和６年度の入居区画数116に
対して令和７年度は114となって
おり、入居率は前年比で98.3%と
なった。

A
（10点)

95%以上

②満足度 満足度
満足度

92%
満足度

90%
満足度

95%
103.3% 105.6%

　各入居企業の要望等に対し適
切に対応しており、維持管理・運
営業務は、入居者から一定の評
価を受けている。

Ｓ
（20点）

90％以上

財
務
指
標

③財務状況 収益率 -2.7% 0％以上 -4.6% 172% -

事業収支の赤字が続いており、
指定管理料の見直しが必要に
なっている。（令和8年度以降、
指定管理料増額済）

Ｂ
(0点)

0％以上

-

活
動
指
標

④重点取組
事項

利用促進
利便性向上
効率化
適正化
経費節減
安全安心
等

施設の適
切な運用
管理を
行った。

施設の適
切な運用
管理

施設の適
切な運用
管理を
行った。

－ －

　情報通信企業の集積施設とし
て、今後も引き続き適正かつ安
全な運用管理を継続する必要が
ある。

A
(5点)

施設の適
切な運用
管理

A
(35点）

ほぼすべての居室が利用されてお
り、利用状況は良好である。

すべての項目で満足度が前年から
改善しており、サービスの提供状
況は概ね良好である。
今後も、アンケートやご意見箱を通
して入居者からの意見を集約し、
適正な施設の運用管理に努める必
要がある。

建物の経年劣化に伴う修繕費が増
加していることを踏まえ、事業計画
で実績に応じた予算配分を検討す
る必要がある。
また、突発的な修繕の他、県と指
定管理者で共有している修繕計画
に基づき、優先順位の高いものか
ら計画的に修繕を実施する必要が
ある。次年度以降も引き続き空調
等の更新について調整を実施して
いく。

　情報通信企業の集積施設とし
て、入居企業が安全かつ安心して
事業展開ができるような施設の運
用管理に引き続き取り組む必要が
ある。

0％以上

取組改善案

評価項目 目標設定の考え方

直近５年間における平均入
居率が90％を超えており、
今後も同程度の入居率を見
込めるため。

適切なサービスの質の確保
を前提として設定

成
果
指
標

令和４年 令和５年

95%以上

90％以上

95%以上

90％以上

令和７年

95%以上

90％以上

総合評価 概ね適正に業務が行われており、施設の運用管理の状況は良好である。

収益を上げることを主な目
的とした施設ではないた
め、収益率は0％が妥当で
ある。

0％以上

評価項目

成
果
指
標

令和8年
度目標値

評価
(点数)

令和７年
度実績

評価指標
事業計画
（目標値）

令和６年
度実績

現状分析・課題

0％以上
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※重点取組事項の「評価指標」には具体的な取組内容を記載すること。
※「総合評価欄」には、モニタリングの実施結果に基づき、施設の管理運営が適正に行われているか所見を記載すること。
※「現状分析・課題」、「取組改善案」は６－Ⅰ～Ⅲから転記する。
※「R6目標値」は、「取組改善案」を踏まえ、現年度の目標を可能な限り数値目標として設定する。

【評価基準】

①利用状況

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満

②満足度

総合評価における満足度（各評価項目の平均値）

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満

③財務状況

収益率（事業収支／収入合計）

Ａ： 0％以上

Ｂ：-5％以上、0％未満

Ｃ：-5％未満

④重点取組事項

目標に対する評価

Ｓ：目標を大きく上回る

Ａ：目標を概ね達成

Ｂ：目標を下回る

Ｃ：目標を大きく下回る

【総合評価基準】

【各評価項目点数】

① ② ③ ④

利用状況 満足度 財務状況
重点

取組事項

Ｓ 20 20 － 10

Ａ 10 10 5 5

Ｂ 0 0 0 0

Ｃ -10 -10 -5 -5

Ｓ 40点以上
かつ各評価項目において

Ｃ評価がないこと

Ａ 25点以上

Ｂ 10点以上

Ｃ 5点以下

総合評価基準

12
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経営状況分析シート　【施設名称：沖縄IT津梁パーク施設】
指定管理

単位 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

目標 ％ 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95%

実績 ％ 72% 89% 92% 92% 96% 95% 84% 99% 91% 94% 90% 91% 98% 99% 100% 98%

H22比 ％ 100% 124% 128% 128% 133% 132% 117% 138% 126% 130% 125% 126% 137% 138% 139% 136%
千円 35,952 46,947 47,057 60,431 64,753 64,837 64,837 64,837 64,837 65,437 67,170 78,199 78,199 78,199 78,199 78,788
％ 107.2% 103.8% 103.3% 101.4% 99.8% 99.1% 102.0% 101.5% 100.6% 101.5% 101.8% 97.7% 98.2% 97.2% 97.4% 95.6%

千円 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0% 0% 0% 0% 0%

自主事業による収入 千円 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 188 0 0 0 0
千円 35,952 46,947 47,057 60,431 64,753 64,837 64,837 64,837 64,837 65,437 67,170 78,387 78,199 78,199 78,199 78,788

管理費計 千円 33,529 45,215 45,537 59,590 64,867 65,424 63,551 63,905 64,460 64,464 65,963 80,067 79,671 80,433 80,302 82,424
千円 2,422 1,732 1,520 841 -114 -588 1,286 932 377 973 1,207 -1,680 -1,472 -2,234 -2,103 -3,636
％ 6.7% 3.7% 3.2% 1.4% -0.2% -0.9% 2.0% 1.4% 0.6% 1.5% 1.8% -2.1% -1.9% -2.9% -2.7% -4.6%

千円 10,378 11,515 11,515 23,186 23,186 23,270 23,270 23,340 23,424 23,846 24,127 24,259 24,259 23,162 24,259 24,259
千円 484 1,436 2,716 1,583 2,508 2,671 1,880 2,282 2,372 2,502 3,912 3,648 2,936 5,612 2,427 3,280

※施設の特性に応じて、経営状況の分析に適した指標の追加・削除や、表示方法の修正を行うこと。
※グラフは直近10年間の実績で作成すること。指定管理者制度導入前に直営の期間がある施設については、指定管理者制度導入直前１年間のデータも含めて作成すること。

実績変動の要因分析

指標

成果指標
入居率

財務指標

指定管理料
 県負担割合（指定管理料／管理費計）

利用料金収入
 利用料金比率（利用料金／収入計）

収入計

収支

令和５年度

収益率（収支／収入計）

管理
項目

人件費
修繕費

令和６年度 修繕費について、建物の経年劣化のため執行額が増加した。

修繕費について、建物の経年劣化のため執行額が増加した。

令和４年度

令和３年度 修繕費について、建物の経年劣化のため執行額が増加した。

入居率の増加。

75%

80%

85%

90%

95%

100%

105%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

管理費計

収入計

入居率

（千円）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

管理項目

管理費

計

人件費

修繕費

（千円）
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・・・・・・・・職員等

・・・・・・・・職員等以外

・・・・・・・・書類等の流れ

・・・・・・・・現金の流れ

（備考）

前納制での徴収となる為、年度初め及び新規入居月の請求は2ヵ月分発生する。

① ②

企業集積施設7号棟 １棟あたり 7,736,690円

利用料金の種類と金額

面積 料金施設

１棟あたり

企業集積施設1号棟 １棟あたり

アジアＩＴビジネスセンター １㎡あたり 2,240円

１㎡あたり 2,151円

企業集積施設4号棟

1,770円

2,500円

1,720円

1,400円中核機能支援施設

企業立地促進センター １㎡あたり

１㎡あたり

１㎡あたり企業集積施設3号棟

企業集積施設6号棟

アジアＩＴ研修センター

情報通信機器検証拠点施設 １㎡あたり

１㎡あたり

⑦職員は沖縄県へ納入（毎週火曜日）

⑧施設長は納入通知書（控）と通帳金額の照合

⑥沖縄県への納入額の確認

別紙1

【専有区画】　料金徴収フロー図

利用料金の名称 沖縄ＩＴ津梁ﾊﾟｰｸ施設利用料金 施設の名称 沖縄ＩＴ津梁パーク

入居企業

①施設使用許可申請書 ①施設使用許可申請書の提出を受ける

　 （毎年度及び新規入居時）

フロー図

④使用料納付（金融機関）

⑥施設長へ沖縄県への納入額の確認・承認依頼　

　　（金融機関口座残高）

⑤職員は金融機関インターネットバンキングで確認

管理事務所（職員）

⑤金融機関

⑩沖縄県へ調定報告書を提出

⑧納入通知書・通帳の金額照合

管理事務所（職員 ・施設長）

管理事務所（職員 ・ 施設長）

⑩調定報告書を沖縄県へ提出

⑦沖縄県へ納入 ⑨職員は調定報告書を作成し施設長へ承認依頼（毎月）

⑨調定報告書作成 ・ 承認

　 （毎年度及び新規入居時）

　入居企業へ請求書の発行（毎月）

②施設長へ承認依頼

管理事務所（職員 ・ 施設長）

入居企業

管理事務所（職員 ・ 施設長）

　 職員は入居企業へ施設使用許可書の発行②施設使用許可書 

③施設長へ承認依頼

③請求書

④使用料納付（金融機関振込）

企業集積施設2号棟 6,154,558円

5,360,244円

1,886円

企業集積施設5号棟

１棟あたり

１棟あたり

6,098,059円

6,057,523円
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・・・・・・・・職員等

・・・・・・・・職員等以外

・・・・・・・・書類等の流れ

・・・・・・・・現金の流れ

⑥職員は現金受取りのみ領収書発行し、現金収受簿

　 に記載

管理事務所（職員 ・ 施設長）

⑤金融機関

⑤職員は金融機関インターネットバンキングで確認

⑪調定報告書作成 ・ 承認 ⑫調定報告書を沖縄県へ提出

⑩納入通知書・通帳の金額照合

⑦現金を金融機関口座へ入金

⑧沖縄県への納入額の確認

⑫沖縄県へ調定報告書を提出

③利用者へ請求書の発行

⑩施設長は納入通知書（控）と通帳金額の照合

⑧沖縄県への納入額の確認（金融機関口座残高）

⑨職員は沖縄県へ納入（毎週火曜日）

　 金融機関口座へ入金まで金庫保管 (毎週火曜日)

⑦施設長へ現金の入金額の照合・承認依頼　管理事務所（職員 ・ 施設長）

⑨沖縄県へ納入

②施設使用許可書 　職員は利用者へ施設使用許可書の発行

④使用料納付（現金及び金融機関振込）

　納付期限は申請日から１５日以内。

⑥現金（現金収受簿に記載、領収書発行)

利用者

④使用料納付（現金・金融機関）

③請求書

⑪職員は調定報告書を作成し施設長へ承認依頼（毎月）管理事務所（職員 ・施設長 ）

①施設使用許可申請書 ①施設使用許可申請書の提出を受ける

②施設長へ承認依頼管理事務所（職員 ・ 施設長）

利用者

アジアIT研修センター

ラウンジ １室１時間につき 950円

一般研修室1(PCあり) １室１時間につき 3,070円

一般研修室2(PCなし) １室１時間につき 870円

アジアITビジネスセンター 多目的室 １室１時間につき 1,060円

中核機能支援施設
会議室 １室１時間につき 800円

プレゼンルーム １室１時間につき 1,660円

フロー図 利用料金の種類と金額

施設 会議室・研修室 時間 料金

別紙1

【会議室等】　料金徴収フロー図

利用料金の名称 沖縄ＩＴ津梁ﾊﾟｰｸ施設利用料金 施設の名称 沖縄ＩＴ津梁パーク
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（３～５については、改善が必要です）

（３～５については、改善が必要です）

（７については、改善が必要です）

４週４日 ４週３日以下

4 5 6 7

別紙５

労 働 条 件 等 自 主 点 検 表

施設名称

指定管理者名

２　就業規則
　就業規則（労働時間、休日、休憩、休暇、賃金の定め
方及び支払方法、退職（解雇の事由を含む。）等、労働
条件の具体的細目を定めた規則）を作成しています
か。また、就業規則の内容が実際の勤務の状況に合っ
ていますか。

　常時１０人以上の労働者(パートタイム労働者を含
む。）を使用する事業場では、就業規則を作成し、所轄
労働基準監督署長へ届け出なければなりません。（法
第８９条）
　また、常時各作業場の見やすい場所への掲示、備付
け、書面の交付又は電子機器の設置等により労働者
に周知させなければなりません。（法第１０６条）

常時使用す
る労働者は
10人未満で
ある。

常時使用する労働者が10人以上である

作成して監
督署に届け
出てあり、
内容も実情
に合ってい
る

作成して監
督署に届け
出てある
が、内容が
実情に合っ
ていない

作成してあ
るが、監督
署に届け出
ていない

　  ※　次の確認事項について、「指定管理者による確認結果」欄の該当する箇所に○又は必要事項の記載をお願いします。

確認事項 指定管理者による確認結果
１　労働条件の明示
　労働契約を締結するに当たり、労働時間、賃金、退職
（解雇の事由を含む。）、安全衛生等の労働条件を労
働者に対し明示していますか。この場合において、労
働時間、賃金等に関する事項について書面を交付して
いますか。

　労働契約の締結時には、パートタイム労働者を含む
すべての労働者に対し労働時間、賃金、退職（解雇の
事由を含む。）、安全衛生等の労働条件を明示しなけ
ればなりません。特に、労働契約期間、有期労働契約
を更新する場合の基準、始業・終業の時刻、所定時間
外労働の有無等、約定賃金の決定、計算、支払の方法
及び賃金の締切り、支払の時期等、退職（解雇の事由
を含む。）については、書面を交付しなければなりませ
ん。（労働基準法（以下「法」という　　　。）第１５条）

就業規則、
労働条件通
知書を交付
して労働条
件全般につ
いて明示し
ている

労働条件全
般について
口頭で明示
するととも
に、労働時
間、賃金等
に関する事
項について
は書面を交
付している

労働条件全
般について
口頭で明示
している
が、書面の
交付はして
いない

労働時間、
賃金等の労
働条件の一
部について
のみ口頭で
明示してい
る

労働契約締
結時には明
示していな
い

①

株式会社沖縄ダイケン

作成してい
ない

1 ②

令和7年度対象年度沖縄IT津梁パーク管理事務所

2 3 4 5

4 53

週休１日制 その他

完全(毎週) 月３回 隔週 月１～２回 週１日

３　所定休日
　所定休日をどのように定めていますか。
　
　休日は少なくとも毎週１日又は４週間を通じ４日を与
えなければなりません。（法第３５条）

週休2日制

① 2 3
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別紙５

（２、３については改善が必要です）

※年次有給休暇の法定の付与日数表（週所定労働日数が５日以上、
　又は、週所定労働時間が30時間以上の労働者の場合。）

（２については、改善が必要です）

（２、３については、改善が必要です）

（２については、改善が必要です。）

【支払う賃金(A)と地域別最低賃金（B)の比較方法】

（時給制の場合）

（日給制、週給制、月給制の場合）

取得日数が法定を下回っている

2

法定どおりの年次有給休暇を取得
させている

1.5

16 18

6.5以上

11 12 14

勤続年数 0.5

年によって行ったり
行わなかったり一定
しない

行ったことがない

① 2 3

20

①

付与日数 10

４　年次有給休暇
　年次有給休暇についてはどのように取り扱っていま
すか。

　年次有給休暇は、６ヶ月間継続勤務し、全労働日の８
割以上を出勤した労働者については１０労働日、以降
１年ごとに付与日数を増加しなければなりません。（法
第３９条）
　

　

　
　年次有給休暇が10日以上付与される労働者に対し
て、年５日の年休を取得させていますか。（法第３９条）
　

※なお、月30時間未満の労働者は比例付与することとされています。

６　最低賃金
　地域別最低賃金以上の賃金を支払っていますか。
　
　なお、地域別最低賃金には次の賃金は含まれませ
ん。
　　　①臨時に支払われる賃金（結婚手当等）
　　　②１月を超える期間ごとに支払われる賃金
         （賞与等）
　　　③所定外・休日・深夜の労働に対して支払われ
　　　　 る割増賃金
　　　④精皆勤手当、通勤手当、家族手当

支払っている 支払っていない

① 2

確認事項 指定管理者による確認結果

５　健康診断
　定期健康診断を実施していますか。

　常時使用する労働者については、年１回定期に健康
診断を行わなければなりません。（労働安全衛生規則
第４４条）
　なお、深夜業を含む業務等に常時従事する労働者に
対しては６月以内ごとに１回定期に健康診断を行わな
ければなりません。（労働安全衛生規則第４５条）

毎年１回以上定期的
に行っている

5.5

法定どおりの年次有給
休暇を与えている

年次有給休暇を与えて
いるが、付与日数が法
定を下回っている

年次有給休暇を与えて
いない

① 2 3

2.5 3.5 4.5

日、週、月等

によって定め

られた賃金

当該期間における所定労

働時間数（日、週、月に

よって所定労働時間が異

なる場合には、それぞれ１

週間、４週間、１年間の平

均所定労働時間数）

地域別

最低賃金

（時間額）÷ ≧

(A)

(B)

時間によって定

められた賃金

（時間給）

地域別

最低賃金

（時間額）≧

(A) (B)
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別紙５

（２、３については改善が必要です。）

時間外労働・深夜労働について

（２、３については改善が必要です。）

時間外労働が60時間を超えた場合

（２、３については改善が必要です。）

休日労働について

（２、３については改善が必要です。）

① 2

36協定を締結し、
労基署に届け出て
いる

36協定を締結して
いるが、労基署に
届け出ていない

36協定を締結して
いない

協定の対象外
（契約上、時間外労
働を想定していない
等）

雇用保険 健康保険 厚生年金保険

９　雇用保険、健康保険及び厚生年金保険の加入
　当該指定管理施設で勤務する従業員は、雇用保険、
健康保険及び厚生年金保険に加入していますか。
　また、未加入者がいる場合は、その理由を記載してく
ださい。

※調査対象となる従業員は、雇用形態（正社員、派遣
社員、契約社員、パートタイマー等)に関わらず、当該
指定管理施設において指定管理者と雇用契約を結ぶ
指定管理業務にもっぱら従事する従業員(令和○年３
月末における業務全体のうち、当該業務の割合が概ね
50％以上の従業員)となります。

加入数 未加入数 加入数 未加入数 加入数 未加入数
従業員数

厚生年金保険
清掃員4名は、週の労働時間が20時間未満のため
厚生年金保険は未加入。

未加入者がいる理由

雇用保険

健康保険
清掃員4名は、週の労働時間が20時間未満のため
健康保険は未加入。

13 9 0 9 4 9 4

保険の名称

確認事項 指定管理者による確認結果

3 4

２割５分以上の
割増率にしてい
る

２割５分未満の
割増率にしてい
る

時間外労働又は深
夜労働をさせてい
るが、支払ってい
ない

時間外労働及び深
夜労働をさせてい
ない

３割５分以上の
割増率にしてい
る

３割５分未満の
割増率にしてい
る

休日労働をさせ
ているが、支
払っていない

休日労働をさせ
ていない

５割以上の割増
率にしている

５割未満の割増
率にしている

60時間超える時間
外労働をさせてい
るが、支払ってい
ない

60時間超える時間
外労働をさせてい
ない

① 2 3 4

①

3 4

７　時間外・休日労働協定の締結
　時間外及び休日の労働を行わせる場合に必要
となる労使協定（３６協定）を締結し、労働基準監督署
に届け出ていますか。

　
　使用者は、従業員の代表者などと書面による協定を
し、労働基準監督署に届け出た場合においては、その
協定で定めるところによって労働時間を延長し、又は休
日に労働させることができる。（法第３６条）

2 3 4

８　割増賃金
　時間外労働・休日労働又は深夜労働を行わせた場合
に、その時間に対する割増賃金は、どのように支払っ
ていますか。

　法定労働時間を超える時間外労働については、２割
５分以上、月の時間外労働が60時間を超えた場合につ
いては、５割以上、法定休日における休日労働につい
ては３割５分以上、深夜労働（午後10時から翌日午前５
時の間の労働をいいます。）については２割５分以上の
割増賃金を支払わなければなりません。（法第３７条）

※割増賃金の基礎となる賃金には、家族手当、通勤手
当、別居手当、子女教育手当、住宅手当、臨時に支払
われた賃金、一箇月を超える期間ごとに支払われる賃
金は算入しません。

① 2
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